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第３期南部地域社会実験運行について 

（１）  第３期南部地域社会実験運行の概要 

・運行期間：令和5年6月2日（金）～令和5年11月28日（火） 

・運行日時：祝日を含む火曜日および金曜日 9:00～16:00 

 ※稼働日数は6月：9日、7月：8日、8月：9日、9月：9日 

・乗車受付：電話（祝日を含む火曜日および金曜日の8:30～16:00）とインターネットでの予約（24時間

対応） 

・運賃：一般（大人）/400円、小学生から高校生/200円、障がい者（手帳所有者）/200円、未就学児：

無料 

 ※同乗者割引あり（同乗者の運賃を通常運賃の半額とする割引制度） 

 ※障がい者の同伴者は一般料金とし、障がい者と同乗する場合、同乗者割引を適用する 

・運行車両：1台（定員8名） 

・第３期南部地域社会実験運行の評価・検証 

○社会実験運行目標：社会実験運行目標とは本格運行するか否かを確認するための指標 

→公共交通利用者数の増加（既存南部ルート＋第3期社会実験運行の利用者数が、実験前の既存南

部ルート利用者数よりも増加しているかどうか） 

 

○検証項目：本格運行に向けて市民や事業者の実態を把握するための項目 

対象 検証方法 検証内容 備考 

チョイソコやとみ 

利用者 

・（株）アイシンが集計して

いる利用者データより利

用状況の把握・集計 

・1日当たりの利用者数：15 人 

・実験期間内の会員登録数：500 人 

・乗合率：1.5～2.0 

毎月集計 

チョイソコ会員登

録者 

・アンケート調査より把握 

※チョイソコ通信の送付時

に同封し実施 

・利用者ニーズの把握 
8 月にアンケート調査

実施済み 

大藤・栄南学区の

住民 
・アンケート調査より把握 

・チョイソコやとみの認知度及び

利用に関わる現状 

8 月にアンケート調査

実施済み 

きんちゃんバス 

南部ルート利用者 
・アンケート調査より把握 

・きんちゃんバスからチョイソコ

やとみへの転換可能性 

9 月にアンケート調査

実施済み 

地域の企業や目的

地停留所設置施設 
・アンケート調査より把握 

・チョイソコやとみの協賛金への

関心度 

1 月にアンケート調査

実施予定 

 

・第３期南部地域社会実験運行のスケジュール 

 

年月 
令和 5年 令和 6年 

6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

運行 
          

実施 

内容 
          

協議会      
★ ★ 

  
★ 

  

資料４ 
（差替え版） 

社会実験運行 

アンケート調査（チョイソコやとみ会員登録者、大藤・栄南学区の住民） アンケート調査（きんちゃんバス南部ルート利用者） 

分析・検証 

利用者データ集計・分析 

報告・協議 報告・協議 報告・協議 

アンケート調査（地域の企業や目的地停留所設置施設） 
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（２）  チョイソコやとみ運行実績（6月～11月） 

・稼働日数は6月が9日、7月が8日、8月が8日、9月が9日、10月が9日、11月が8日となっている。 

・運行期間中の予約件数は546件で、1日あたりの予約件数は6月から9月にかけて増加傾向であったが、

9月から11月にかけて減少傾向となっている。 

・運行期間中の利用者数は607人で、1日あたりの

利用者数について、9月の13.6人/日が最大で、

9月から11月にかけて減少傾向となっている。 

・同乗者数は6月が一番多く、2番目に10月が多い

が、11月は2件と少ない。 

・乗合率※は6月から7月にかけて微増、7月から9

月にかけて横ばい、9月から10月にかけて微減

となっている。 

・予約不成立件数について、6月から11月にかけ

て徐々に減少し、11月は0件であった。 

 

 図：予約件数の推移 
  

  

図：利用者数の推移 図：同乗者数の推移 
  

  
図：乗合率の推移 図：予約不成立件数の推移 

※「乗合率=（乗車時の合計人数）/（合計区間数）」 で算出しており、1人も乗車していない区間は合計区間数に計上していない。 

（例）車両が停留所を「A→B→C→D」と順に移動し、このうちAから3名乗車し、Bで1名乗車・1名降車し、Cで1名降車し、Dで2名

降車する場合、利用者が乗車していた区間は3区間で、その間4名乗車していたため、乗車率=4/3=1.33となる。 

 

表：各検証項目の目標値に対する現状値の状況 

検証項目 目標値 評価値 判定 備考 

1日あたりの利用者数（人） 15 13.6 × 評価値：1日あたりの利用者数の最大値（9月） 

実験期間内の会員登録数（人） 500 553 ○ 評価値：社会実験運行終了時の会員登録者数 

乗合率 1.5～2.0 1.5 ○ 評価値：各月の乗合率の平均 
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■停留所別乗降数 

・乗降数が81人以上の利用者が非常に多い停留所は、中心市街地エリアでは「124：ウイングプラザパデ

ィー（123乗降）」、「121：生鮮館やまひこ 弥富店（83乗降）」、大藤学区では「397：寛延16（92乗降）」

である。 

・乗降数が51人以上の利用者が比較的多い停留所は、大藤学区では、「337：稲元7組③（60乗降）」「416：

加稲2（56乗降）」や「303：中川団地3（51乗降）」である。 

・栄南学区では、「516：鍋田2」の利用者が一番多い。（40乗降） 

・利用者が0人の停留所がみられる。（265箇所中、177箇所） 

 
図：停留所別乗降数（6月～11月合算（計51日分））  

中心市街地エリア 
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表：停留所リスト（公共施設、事業者停留所） 
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表：停留所リスト（住宅地停留所） 
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（３）  社会実験運行目標の評価 

○社会実験運行目標：社会実験運行目標とは本格運行するか否かを確認するための指標 

「公共交通利用者数の増加（既存南部ルート＋第3期社会実験運行の利用者数が、実験前の既存南

部ルート利用者数よりも増加しているかどうか）」 
 
 １）  具体的な検証方法 

・「指標Ⅰ：既存と社会実験運行時の公共交通全体の利用者数の増減」と「指標Ⅱ：既存と社会実験

運行時のきんちゃんバス南部ルートの利用者数の増減」を確認する。 

※R4年度実績を既存の南部ルートの実績とする。 

※評価はチョイソコやとみ運行曜日の火・金のデータを用い、時間帯は、チョイソコやとみの運

行時間である「9時～16時」とし、そのうち南部ルートの運行が無い10時台と13時台を除く。 
 
 ２）  評価結果 

・指標Ⅰについて、（（②＋③）-①）＞0であるため、公共交通全体として利用者が増加している。 

・指標Ⅱについて、（②-①）＞0であるため、社会実験運行時は既存（R4年度）に比べてきんちゃん

バス南部ルートの利用者数が増加している（減少していない）。 

⇒チョイソコやとみを導入してもきんちゃんバスの利用者は減らず、公共交通全体として利用者が

増加した。 
 

表：社会実験運行目標に対する評価結果 

  
【参考】 

・運 行 経 費：8,684,170円 ※利用者1人あたりの運行経費：14,307円 

・運 賃 収 入：192,700円  ※そのうち、無料券金額が25,800円分 

・総走行キロ：6,630km 

 

（４）  社会実験運行の結果 

・社会実験運行としてデマンド交通を導入した結果、デマンド交通の利用者が一定数いる上にきん

ちゃんバス南部ルート利用者が増加し（減少せず）、公共交通全体として利用者が増加した。 

・また、依然としてきんちゃんバス南部ルートの1便あたりの利用者数は多く、輸送力の小さいデマ

ンド交通では定時定路線型バスの代替となり得ないため、ルートやダイヤの再編を検討しながら

きんちゃんバス南部ルートを残すことが妥当であると考えられる。 

平日 指標Ⅰ 指標Ⅱ

（人/日）
出発
時刻

便名 （②＋③）-① ②-①

9:15 南部6 17.2 21.7

9:45 南部7 14.3 14.7

11時台 11:55 南部8 18.9 18.9 16.5 16.5 -0.7 -2.4

12時台 12:35 南部9 13.5 13.5 14.0 14.0 2.3 0.5

14時台 14:45 南部10 13.5 13.5 13.5 13.5 0.8 0.0

15時台 15:25 南部11 8.6 8.6 9.2 9.2 1.1 0.6

86.1 89.6 11.0 3.5

7.5 4.9

14.3

9.8

R4年度（①）
（R4.4～R5.3）

31.5 36.4

R5年度（②）
（R5.4～R5.11）

2.6

1.7

1.8

0.6

0.8

39.0

18.2

15.8

合計 97.17.5

南部ルート利用者
（社会実験運行時）

チョイソコやとみ利用者

時間帯別利用者数（③）
（R5.6～R5.11）

②＋③

9時台

南部ルート利用者
（既存）


